
 

 

 

 

 １ 新型コロナウイルス感染症と合併症                             

   新型コロナウイルス感染症は、感染して多くの方が２～３日程度、長くとも７日程度で発熱、喉の痛み、頭痛、倦

怠感（だるさ）などの症状が出始めます。年齢が上がるごとに重症化するリスクが高まるため、高齢者と基礎疾患の

ある方は注意が必要です。また、感染から回復した後に持続する症状、新たに出現する症状などの罹患後症状（いわ

ゆる後遺症）が現れることがあると報告されています。新型コロナウイルスは現在も変異を繰り返しており、すでに

感染したことがある方や、以前に新型コロナワクチンを接種した方でも新しい変異株に再感染する可能性があります。 

 ２ ワクチンの効果と副反応                               

   ワクチン接種を受けると、感染した場合の入院や死亡などの重症化を予防する効果が認められたと報告されていま

す。主な副反応は、注射した部分の痛み、疲労、頭痛、筋肉や関節の痛み、寒気、下痢、発熱、リンパ節の腫れなど

があります。こうした症状の大部分は、接種後数日以内に回復しています。 

   稀に起こる重大な副反応として、ショック・アナフィラキシー、心筋炎、心膜炎、ギラン・バレー症候群などがあ

ります。接種後に胸の痛みや動悸、息切れ、むくみ、手足の力が入りにくい、しびれなどの症状が現れたら速やかに

医療機関を受診してください。 

これら以外の症状が副反応として出る可能性があります。接種後に普段と変わったことがあった場合は、医師に相談

してください。 

  ３ 予防接種を受けることができない方                         

１) 明らかに発熱している方（通常は３７．５℃を超える場合） 

２) 重い急性疾患にかかっている方 

３) ワクチンに含まれる成分によって、接種後３０分以内にひどいアレルギー反応（アナフィラキシーなど）を起こ

したことがある方 

４) 医師が予防接種を行うことが不適当な状態にあると判断した方 

 ４ 次の方は接種前に医師にご相談ください                         

１) 抗凝固療法（血液をサラサラにする薬の投与）を受けている方、血小板減少症又は凝固障害（出血時に血が止ま

りにくい）のある方 

２) 過去に免疫状態の異常を指摘されたことのある方、もしくは近親者に先天性免疫不全症者がいる方 

３) 心臓血管系疾患、腎臓疾患、肝臓疾患および血液疾患などの基礎疾患のある方 

４) 過去に予防接種を受けた時、２日以内に発熱、全身性の発疹、じんましんなどのアレルギーを疑う症状のみられ

た人、また、そのおそれがある方 

５) 過去にけいれん（ひきつけ）の既往歴のある方 

  ５ 接種後は以下の点に注意してください                          

１) 接種後３０分間は、急な副反応（冷汗が出る、めまい、顔面蒼白、手足が冷たくなる、意識の消失）、アナフィ

ラキシー（全身のかゆみ、じんましん、喉のかゆみ、ふらつき、動悸）が起こることがあります。医師（医療機

関）とすぐに連絡が取れるようにしてください。 

２) 接種直後または接種後に、血管迷走神経反射として立ちくらみや失神を起こすことがあります。転倒に注意して

ください。 

３) 接種当日の入浴は差し支えありませんが、接種した部位をこすることはやめてください。 

４) 接種当日は接種部位を清潔に保ち、接種当日は激しい運動や大量の飲酒は避けてください。 

５) 接種部位の異常な反応や体調の変化があった場合は、速やかに医師の診察を受けてください。 

 接種には本人の意思が大切です。接種を検討されている方は、本説明書や製薬メーカーが作成している 

ワクチンごとの説明資料などで、ワクチンの効果や副反応などの詳細を必ずご確認ください。 
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